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１ 園の経営目標 
・一人一人の子どもを大切にすることで子どもや保護者との信頼関係を築き、子どもにとってふさ

わしい場所として安心して自分を出すことができる保育を実践する。 

・主体的に取り組む様々な体験を通して、子どもの心と体、感性を育て、夢や希望を信じて生き抜

く力の基礎を培う。 

・地域の教育・保育の拠点となり、保護者や地域と連携し、子どもの健全な発達を図る。 

 

２ 園の現状 

・子ども同士良い影響を与えながら自分でやりたい遊びや場、物を決めて、異年齢で過ごしている。 

・保育者は、子どもの社会性や思いやる気持ち、自己肯定感が育まれるように、年齢ごとの発達を

保証しながら異年齢保育を行っている。 

・子どもが安全・安心に過ごせるよう環境を整え、学び合いながら、全職員で子どもを育てている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもが「楽しい」と感じながら遊び込める環境づくりを行う 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・思わず体を動かして遊びたくなる
環境を作る。 

・一人一人の発達や遊びを把握し、３６の基本的な動作を取
り入れた遊びや用具を設定する。 

・年上の子のまねをして「やってみたい」「もう少し頑張っ
てみよう」と感じられるような遊びや環境を用意する。 

・試したり、発見したりできる環境
を整える。 

・子どもが自ら調べたり、試したりできる場と時間を保証し
て、考えたり、わかったりする喜びを味わえるようにする。 

・年上の子のまねをしたり、自分の思いや考えを表現したり
できるよう、年齢に応じた材料や素材を提供していく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもの育ちを学び合い、保育の質を高める 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園全体で子どもの姿を共有して、
理解を深める。 

・毎週の話し合いで、子どもの遊ぶ姿や成長を共有し、異年
齢保育を実践していく。 

・子どもの行動には必ず意味があると認識し、保育者の関わ
りについて、話し合いを設けて学んでいく。 

・安全・安心な環境づくりを行う。 

・他クラスの保育者同士が保育室の環境をチェックし合い、
子どもの成長発達に適した環境づくりをする。 

・適切な対応や安全な環境、生命の安全教育などについて全
職員で学び合い、同僚性をもって環境づくりをする。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保護者や地域と連携して、子どもの育ちを支えていく 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもや保育園の様子をわかりや
すく発信する。 

・保護者との日頃の会話や相談、写真掲示、コドモンの配信
などを通して、子どもの育ちや園の取り組みを共有する。 

・幼保小連携や地域交流を通して、
子どもの育ちを支えていく。 

・３園合同保護者会や交流を行い、円滑な接続を図っていく。 
・地域の方々や地域の親子と交流を深め、子育て支援の拠点

としての役割を担っていく。 


